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「
多
様
な
学
習
の
場 

青
年
学
級
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
四
年
前
「
す
べ
て
の
青
年
に
文
化
的
学
習
環
境
を
保

障
す
る
。
ま
た
、
余
暇
活
動
の
機
会
を
用
意
し
て
、
そ
の
人

ら
し
い
社
会
的
自
立
を
支
援
す
る
学
級
活
動
を
実
践
」
と

書
い
た
の
は
、
わ
い
わ
い
青
年
学
級
の
創
設
者
・
荒
岡
憲

正
だ
。「
障
が
い
児
に
は
、
多
様
な
学
習
の
場
を
」
と
強
く

唱
え
た
の
は
、
長
年
、
障
が
い
児
教
育
を
続
け
ら
れ
た
茂

木
俊
彦
氏
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
学
級
活
動
が
、
浜
松
市
元
教
育
長
・
河
合
九
平
先

生
の
強
い
ご
支
持
を
頂
き
、
歩
き
は
じ
め
て
、
二
十
八
期

生
を
数
え
る
。
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
力
を
借
り

な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
又
、
共
に
活
動
す
る
中

で
、
お
互
い
を
高
め
、
喜
び
を
享
受
し
て
き
た
。 

 

約
六
十
名
の
学
級
生
は
、
ス
ポ
ー
ツ
（
サ
ッ
カ
ー
、
球
技
）、
リ
ズ
ム
、
生
活
文
化
、

野
外
活
動
、
パ
ソ
コ
ン
と
五
教
科
の
中
か
ら
、
自
ら
選
ぶ
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
開
講

初
日
に
は
、
学
級
毎
に
話
し
合
い
、
年
七
回
の
活
動
内
容
を
決
め
て
、
発
表
す
る
。
ど

の
学
級
も
活
発
な
意
見
が
と
び
出
す
と
い
う
。
自
分
で
選
び
と
る
こ
と
、
そ
し
て
前
へ

踏
み
出
す
勇
気
と
能
力
を
身
に
つ
け
る
（
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
）
こ
と
を
め
ざ
す
。 

 

私
た
ち
は
、
縁
あ
っ
て
、
仲
間
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
中
学
生
以
上
、
三
十
才
を
越

え
て
も
学
ぶ
意
欲
が
あ
り
、
生
活
を
楽
し
む
青
年
の
心
が
あ
れ
ば
、
年
令
の
上
限
を
設

け
ず
、
共
に
歩
い
て
い
こ
う
と
思
う
。
学
級
生
た
ち
の
日
々
が
楽
し
い
も
の
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
未
来
に
向
か
っ
て
、
広
が
っ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。 

学
級
生
の
行
く
末
を
想
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

園
長 

荒
岡 

倫
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園
長 

荒
岡 

倫
子 

 

 

友達に逢える 

感動に出会える 

わいわい青年学級 

mailto:hamamatukodomoen@bf.wakwak.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

  

 

 

 

はままつこどもえんだより ２０１５年 秋号 （２） 

 

児童発達支援事業所 

ももはな園 

   現在、ももはなの登録児は２３名となり、毎日たくさんの子ども達

が仲間と、楽しく仲良く元気に療育に取り組んでいます。その中で２

才児のお子さんの利用が増えたのをきっかけに新たに「ひよこ学級」

を水、木曜日に開設しています。「ひよこ」の子たちは、「めばえ」「く

るみ」のお友だちの頑張りをお手本に、「めばえ」「くるみ」の子たち

は、「ひよこ」の小さなお友だちをいたわりながら、お互いに「育ち

合い」、優しい気持ちを育んでいます。 

 

 ・放課後等デイサービス 

トムソーヤの家 

・日中一時支援 ぷちら 

 

 

相談支援事業所 

そよ風 

・お子さんの暮らしにくさや困りごと等の相談をお受けして、様々な福祉サー

ビスにつなげ、計画を立てる事業所です。 

●月曜日～土曜日  平日／8時 40 分～17 時 10 分（土曜日 8時 40 分～12 時 40 分） 

 

 ２月からスタートしたそよ風も９月末現在利用者が

４８名になりました。 

 どの親御さんも将来、子どもが自立して生活してい

けるようになってほしいと願っています。 

 そよ風のようにやさしく自然に家族の幸せの為にお

手伝いができたらいいなと思っています。 

 

この時期、いつも感じることは新学期が始まって、真新しく、ダボダボし

ていた制服がひと夏を越して、ピシッと似合ってきます。１日 1 日を積み

重ねていくことで、心も体も大きく、たくましくなっていくのですね。 

冬の寒さにじっと耐え、芽を膨らませ、暖かな春に、色とりどりの花を咲

かせるように、子どもたちの成長に少しでも力になれるように、支援してい

きたいと思います。 

山崎さんの琵琶演奏会 

見慣れない楽器から流れる音

色に興味深々でした。 

２０年後、待っているね！ 
今
年
も
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ジ
ャ
パ
ン

様
の
ご
厚
意
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。 

暑い日差しの下、プールは特

別気持ちがいいです。今年も

暑さに負けず、毎日がんばり

ました。 

「
七
夕
の
つ
ど
い
７
月
７
日
」 

て
る
て
る
坊
主
を
作
っ
た
よ
。 

 

お
願
い
事
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
・
・
・ 

親子遠足 5 月 22 日 

「掛川花鳥園」かわいい

鳥やきれいな花をみん

なで見て来たよ！！ 

「好きな事」を増やし

て集中力を身につけ

ます。 

「ひよこ学級」 

いい姿勢でお勉

強をがんばりま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ ありがとうございました ★ （２７年３月～２７年９月まで）順不同  

寄附金／・鈴木慎二様、牧野好志様、奥村陽子様、新津地区民生委員様、新津地区女性部連合会様、山本正宏様、伊熊さわ江様、山

内勝広様、浅井 潔様、伊熊牧治様、後藤文子様、吉山真三様、新津協働センター地域ふれあい事業実行委員会様、波多野俊哉様、

明善寺・古田寿厚様、ピア・アラオカ様、安川フミ様、共生はうすおざいしょみなみ様、山崎 守様、加藤英明建築設計室様、今

田和成様、荒岡倫子様、片山丈輔様、匂坂なおみ様、福士めぐみ様、生熊文美枝様、宮崎悦子様、金丸雅子様、内藤めぐみ様、名

倉恵三子様、渡辺秩子様、増尾文雄様、三浦八郎様、野口園美様 

物品／・明善寺様、山本るみ様、浜友観光様、山崎玲子様、中村旬景様、愛知みずほ短期大学様、川尻千代美様、内藤めぐみ様、荒

岡倫子様、上田喜一様、損保ｼﾞｬﾊﾟﾝ様、加茂 研様、加茂節枝様、渡辺秩子様、筒井幹太様、福士めぐみ様、金丸雅子様、匂坂な

おみ様、生厚産業様、間瀬明美様、東和ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ様、鈴木由香様、安川宗利様、太田吉洋様、太田早映様、松浦かほる様、大坪 孝

様、三浦八郎様、佐藤 光様、中村 明様、望月那羽様、脇坂悠人様、篠原中学校様、長田真里様、中山憲是様、春日穂乃加様、

清水知行様、荒岡宏子様、高山葉子様、名倉恵美子様、松本 修様、可美給食様、山内勝広様、永吉真弓様、仲山圭一様、ﾍﾞﾙﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄ様、西遠建設様、加賀友斎様、金原美装様、鈴木将弘様、鈴木栄里様、山口博行様、山崎建築設計様、一葉会様、野中基良様、

宮崎裕太様、山本紗綾様、片山英紀様、細川靖彦様、武井遥輝様、山本起也様、野嶋誠治様 

再生資源・ベルマーク／・中村 明様、山崎玲子様、中野さかえ様、新津協働センター様、金丸雅子様、荒岡倫子様、宗田洋竜様、

高部圭司様、永吉真弓様、若泉 一様、加藤けいこ様、瀧口直人様、山下裕美香様、瀧元海様、宮下和幸様、大石倫也様、石牧宏

康様、宮崎悦子様、みなみ様、村松幸耀様 

ボランティア等／・氷まつり（二橋一幸様、浜松委托倉庫㈱鈴木健一様他社員２名）・読み聞かせ（池ヶ谷桂子様、森則子様、杉浦

陽介様、山本春香様、山本紗綾様、宮崎裕太様）・琵琶演奏（山崎玲子様）・わいわい青年学級（後藤文子様、竹内忠弘様、波多野

俊哉様、鈴木麻里様、杉浦陽介様）・プール清掃奉仕→ヤマハ FC 会の１９名の皆様・ウミガメ放流体験奉仕→NPO 法人サンクチュ

アリジャパン様・縫製奉仕（デイサービスセンターココロ様） 

２０１５年 秋号 （３） 

（４） 

はままつこどもえんだより 

『トムソーヤの家の生活学級』   支援員  生熊文美枝 

 火曜日と木曜日の週２回、中・高校生を対象に活動しています。『生活学級』ではその名前から想像できるように、

日常生活の中で、とても身近なものとして①挨拶と報告ができる。②土間に足を下ろさずに靴を脱ぐ、履く。③洋服

を畳んで片付ける。④お弁当箱をハンカチで包んだり、靴紐を結ぶ等。また、将来の生活に関わるものとして①時計

がわかる。②ハサミが使える。③物を組み立てたり、数を数える。④困ったときに伝えられるようにする。等、社会

自立に向けて、ひとり１人が、今できること、これからできるようになれば良いと思うことを考えながら、また、家

での様子や保護者の希望を取り入れながら、プログラムを立てています。 

 子ども達は登園して、まず靴の脱ぎ方から始めます。最初は、後向きに靴下を汚さず 

靴を脱ぐことに時間がかかっていましたが、今では定着してきました。手を丁寧に洗 

ったり、制服を畳んだりと、根気良く取り組んでいます。学校で１日頑張ってきた 

子ども達なので、その日その日の状態を見て、活動に楽しく取り組んでもらえるよう 

に支援しています。『生活学級』で繰り返し積み上げたものが、ご家庭でも社会へ出て 

からも自然に発揮できるようになれば何よりうれしいことです。 

子どもたちの達成感や笑顔にふれながら、この仕事に携わる喜びを感じています。 

 
門出の式（3/3１） 
３名が新１年生に、また社会人とし

て３名が新たな旅立ちを、皆でお祝

いしました。 

ヤマハＦＣ会プール清掃奉仕（６/２７） 

子ども達の大好きなプールを、今年も汗だ

くになって、ピカピカにしてくださいまし

た。 

氷まつり（二橋一幸様・浜松委托倉庫様）
（８/２８）今年で２５回目の真夏のサン

タさん。氷の芸術に皆食い入って見つめ

ていました。かき氷美味しかったね！ 

みなみのブドウ狩り 
ブドウ狩りを子どもたち初体験。

冷やして美味しく頂きました。 

米津浜太鼓出演（６/２１） 
新津ふれあいフェスタに太鼓出演。地

域の皆さんに元気な姿を披露。 

職員研修（４/２５） 
ひくまのや、天竜厚生会関係の施設

に職員全員で見学。 



 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
法
人
会
員 

年
額
一
口 

一
０
、
０
０
０
円 

・
個
人
会
員 

年
額
一
口 

 

二
、
０
０
０
円
以
上 

 

郵
便
振
込
先 

 

口
座
番
号
／ 

０
０
８
７
０
＊
３
＊
２
９
７
４
８ 

 
 
 
 

 
 
 

／ 

浜
松
こ
ど
も
園 

 

寄
附
金
は
寄
附
者
の
お
気
持
ち
に
添
っ
て
、
大
切
に
使
わ
せ
て 

頂
き
ま
す
。 （

こ
の
寄
附
金
は
税
金
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
） 

はままつこどもえんだより 

 

♪ こどもえん伝言板 ♪ 

２０１５年 秋号 （４） 

（４） 
 

 

２６年４月～２７年３月までの１年間 

☆ 苦情件数 ０件    ☆ 事故件数 ２件 

 ※早急に職員間で話し合い、改善策を検討し、再発防止に努めました。 

 ※苦情解決第三者委員／岡本三博氏・服部僚子氏 

  

 

♫わいわい青年学級 

  第２８期生スタート  2015.7.12(日) 

本人選択 本人活動 仲間と楽しみを共有 

河合名誉学長から温かな励ましの言葉 

  

尊い助成金をありがとうございます  

 

☆ 公益財団法人 JKA（オートレース補助事業）様から、１

０人乗り車両（ハイエース）購入のための助成金として、

１，７２５，０００円をいただきました。毎日の送迎では、

広々した車内で、子どもたちもとても喜んでおり、快適に

使わせていただいております。今後も子どもたちのため

に安全な送迎を心掛け、充実した活動に使用させてい

ただきます。ありがとうございました。 

  

 

来年、浜松こども園は４０周年を迎えます。 

・28 年６月の式典や記念誌発行に向けて、実行委員会を重ね   

    ています。４０年の重みを 

感じ、ここまで支えて下さ 

った人たちの顔を浮かべな 

がら、計画をしております。 

今後もご協力お願いします。 

社会自立をすすめる会（保護者会） 

 浜松こども園 公開講話 2015.6.20（土） 
    藤田美枝子先生 （聖隷クリストファー大学） 

 ５６名の学級生が集

い、来年２月までの活動

を皆で話し合いました。

外部から講師を招き、わ

いわい青年学級でしか

味わえない、充実した、

楽しい内容にしていき

たいと思っています。 

（↑）学級生代表のことば 

 

教科別に集って、わいわい

楽しく、活動スタート 

生活文化（絵手紙）（→） 

愛着とは、基本的に安心感の上に育つもので「この人

（お母さん）の側にいれば大丈夫、安心。」と、子が思

える事。そして「我が子がとても愛しい」と思う親心の

２つで成り立ち、形成されていくものです。愛着がうま

くつくれないと、子どもは不安から非行に走ってしま

ったり、不適応な行動をとってしまう様になり、そこか

ら、体罰=虐待につながってしまうケースがとても多い

と言われています。虐待という大きな不幸から子ども

たちを守るには、「愛着」が乳幼児期の頃にしっかり形

成されているかどうかに、かかっており、その為には、

保護者の子どもに対する発達や養育への理解が重要で

あると、お話して下さいました。 

保護者会の新役員が選

任されました。１年間よ

ろしくお願いします。 

 

後半は、聖隷クリスト

ファー大学の藤田先生に

よる講話。 

テーマ：子どもの療育を考える 

「虐待の予防は、子どもの発達を理解することから」  

 


